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[はじめに]

近年の養豚産業に関わる状況は，館料高騰によ

る生産費用の増加や消費者の食の安心安全意識が

高まる中，中小養豚農家の廃業と大規模企業養肱

の拡大で，産地・企業間競争が激化しています。

このような中で，生産費用の削減や商品のブラン

ド化による販売力の強化などが求められていま

す。今回，ポークランドグループ様において，国

内初となる ICタグを用いたトレーサビリティシ

ステム(富士通グループ以下，豚トレシステム

と称す)とオートソーテイングシステム (ASS:

Auto Sorting System 以下ASSと称す，自動体重

測定器，オズボーン社製ウェイトウォッチャーシ

ステム)と養肱生産管理システム(全農以下

Picsと称す)の 3つのシステムを組み合わせた新

しい接合システムの連携に取り組みましたのでご

紹介します。本システムは，従来取り組んで来た

食の安心安全に向けた豚トレシステムに ASSを

新たに連携させ， f国体別の出荷時体重を収集する

ことで，より正確な履歴情報の収集を可能としま

した。更に Picsへのd情報連携により，繁殖・肥

育・出荷の成績の正確な状況把握が行え，問題点

や課題の抽出と改善へ向けた検討が行えます。ま

た，資産管理としても活用できるため，経営活動

の支援ツールとして，効果が得られるものと期待

されています。

[1.食品動向}

最近の食品を取り巻く動向は，残寵農薬や食品

添加物，吏には輪入・加工食品の異物混入や産地

偽装等が発覚しており，消費者の食の安心安全に

対する不安材料は，自増しに大きくなって来てい

る状況です。消費者の安心と信頼を確保するため，

平成 15年に「生産情報公表牛肉J.平成 16年に

「生産情報公表豚肉」がそれぞれスタートしまし

た。生産から流通までを通した生産情報を確認で

きる仕組みが整備され， トレーサピリティのニー

ズは年々増えている状況で，消費者の安心安全へ

の関心もこれまで以上に高くなってきています。

(図 1)

[2.畜産業界における憧勢]

養豚業界における情勢も非常に厳しく，中小養

豚農家の廃業や大規模企業養蕗の拡大で産地・企

業間競争が一層激化している状況です。安心安全

の信用失墜のみならず¥病気による出生低下や畜
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殴1.食品動向

糞・悪臭対策等の設備投資，錦料高騰等による生

産費用増加の問題も発生しています。吏に最近で

は，変化する消費者のニーズに迅速に対応するこ

とも求められており，信頼田復やブランド戦略に

よる高付加価値の取り組みが急務となっていま

す。今，正に最先端の IT技術を活用した魅力ある

産業へ向けた革新が業界関係者から望まれている

と受け止めています。(罰 2)

[3.具体的な問題点と課題]

これらの具体的な問題点、としては，①食の安心

安全の確保では，安全な食品であることの証明

や，農場(生産者)から売り場(消費者)まで情

報が公開されていない。②生産面では，館料高騰

による給鰐価格の増加や 省力化のための自動化

等が上手く進まない。③品質問題では，肉質(枝

肉)向上に向けた肥育改善や，良賞な子豚と親臨

の依存関係が把握できない。④経営面では，農場

内の資産管理が容易に把握できず，資金調達が難

しい。等の多くの様々な問題点が挙げられます。

これらに対し取り組むべき課題としては，①生産

情報公表JAS規格の運用と定着化による食品の安

心と信頼の確保。②生産費用の削減に向けた自動

陸 2.養豚業界における情勢

化や省力化技舗の採用，コストを抑え立つ良質な

肉質を得るための最適な給餌の把握等への取り組

み。③品質向上(ブランド豚，肉質改善)のため

の肥育改善や母駆との依存関係の明確化。④安定

経営に向けた資金調達として，新たな ABL(Asset 

Based Lending:動産・債権担保融資)のスキーム

活用等の課題があります。(罰 3)

[4.共通課題]

これら多くの課題に共通して言えることとし

て，それぞれの課題解決に向け，正確な現状を把

握し，容易に分析のできる環境が整っていること

が重要な要素になります。解決に向けた改善アプ

ローチは， Plan (計画)→ Do(実行)→ Check

(確認)→Action(解析と改善)のサイクリック

なプロセス運用が重要ですが，これらを簡単に行

える支援環境の有無が，成功への大きな要因にな

ると言えるでしょう。そのためには，まずデータ

の収集と活用が行える環境の整備をいち早く行う

ことが重要であると考えています。私どもは，養

日本生産業におけるスムーズな生産プロセスの改善

化に向け，最新 IT技術を用い，確実な情報の収集

と活用が容易にできる環境構築に，業界関係者様
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図3. 具体的な問題点と課題

図4.共通課題

と共に取り組んで、きました。(罰 4)

[5.情報の記録と収集の支援対策]

共通課題の 1つであるデータの収集では，勝一

頭一頭の情報を如何に簡単且つ確実に収集するか

が大きな課題でした。日本は 6ヶ丹の肥育期関を通

し，生後数 100gから出荷時の 110Kg程度まで成

長するため， ~~育中期から後期の豚の扱いには，

大きな労力を必要とします。また，運用環境が苛

酷であることから，出荷までの間壊れることない

強固な耐久性を兼ね備えた品質が求められていま

す。現在，個体を識Bりする手段として，様々な場

所でバーコードが使用されています。極悪な環境

の中で光学技術を応用したバーコードの使用は，

汚れやキズ等で認識不良が発生するため難しい状

況でした。しかし，これに変わる新しい技術であ

る無線技術を応用した ICタグを用いることで，

f国体識別の実現化の自処が得られることになりま

した。電波を利用した ICタグは，汚れやキズに

も強く，小型の携帯端末装置等でデータの読み書

きが簡単に行える特長を備えています。また，出

力の大きな固定式の読み取り装置を狭い通路等に

設置することで，通過する豚の耳に装着された IC

タグ情報の読み書きを，容易に行うことが可能に

なります。 ASSの通路側面に固定式の読み取り装

置を装着し，豚の体重を計測する捺に，耳に装着

された ICタグの個体情報を収集することにより，

従来日勘やロット単位でLの測定に頼っていた体重

データは， f自体別の正確な値で自動的に収集が可

能となりました。(図 5)

[6.情報の蓄請と活用の支援対策]

携帯端末や国定式読み取り装置などの情報入力

装置を通して収集された個体情報は，履歴情報と

-9 



図 5.情報の記録と収集の支援対策

してデータベースに蓄積 管理されます。これら

蓄積された各種情報の参照・閲覧や解析・分析を

行うことで，現状の問題点が正確に把握できるた

め，生産性や品質の向上に向けた課題抽出や改善

アプローチが正しく行えることになります。ま

た，棚卸しゃ資産管理にも活用が可能で，資金調

達や経営に関わる様々な意思決定の判断材料とし

ての活用が期待されています。(図 6)

それでは，コア技術である ICタグを活用し，

跡トレシステムと ASSとPicsの3つの回有なシス

テムを連携したデータの収集と活用方法につい

て，実際に取り組んできました内容をご紹介しま

す。

[7. ICタグの選択]

ICタグはバーコードと比較すると，コスト面を

除き，通信距離が長く形状も用途別に変更が可能

で，情報蓄積量が多く書込みも行えるため，優れ

ているといえます。また 周波数帯により特性が

異なるため，豚舎での運用環境を考慮、し，水分や

図6.情報の蓄積と活用の支援対策
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金属影響が少なく適度な通信距離が得られ，量産

が比較的容易な 13.56MHzのICタグを採用するこ

とにしました。(密 7)

[8.耳標タグの特徴]

この ICタグを活用し，生後間もない廓の耳に

装着し，半年もの間，多湿な環境の中で，糞尿や

肱のかじり等に耐え，脱落することなく正常に動

作保障できる電子耳標の陪発に，長年取り組んで

きました。当初はタグの変形や脱落，読み取り不

良などで思うような結果が得られませんでした。

その後 4年の歳月をかけて，改良と検証を繰り返

し行い，現在では数%の脱落率まで改善され，運

用にも十分耐えられるレベルまでになっていま

す。また，豚のストレスの軽減対策として，非金

属でスムーズな装着が行える構造の採用や，万一

の故障で読み取りが行えなくなった場合でも情報

の復元を可能とする番号表示等の工夫を施しまし

た。(鴎 8)

<. IC '1'ゲとバーコードとc;)比較》

[9.耳標タグの構造]

電子耳標は，メスとオスから構成されており，

メスのタグは，アンテナと ICチップで構成され

たインレットを樹脂性の耳標型にモールド形成

し，耐水性と耐久性を兼ね備えました。また，オ

スの先端部分には金構を使用せず，専用のアプリ

ケータを使用し，生後聞もない子豚にも容易に装

着が可能で，生態に擾しく環境にも配慮、した構造

になっています。(図 9)

[10圃勝トレシステムの取組み]

2005年に日本で初めて， ICタグを活用した個

体管理によるトレーサビリティシステムで，生産

情報公表豚肉の]AS規格の認可を取得しました。

ICタグを出生直後の豚に装着し，入力端末で履歴

情報を記録・収集した後，これらの情報をデータ

ベース上に蓄積します。インターネットを通して

収集された耀歴情報を消費者へ公開することで，

蕗肉の安心と安全を提供する仕組みを実現させま

した。(図 10)

E置自 IC1!ダ H町コ目ド

i車f雷路皇霊 数cm-数m ~数lOCm

形状 彩、寸法とも柔軟 四角、寸法柔軟

コスト 数十F号~数酋円 数円~数十円

惨殺翠 128バイト-2KHイト 数バイト-lKバイト

書塁審議え 可露喜 不可能

複数E草取り 数十枚可能 1枚のみ

環境影響霊水、汚) 強い 塁塁い

察隊の草案書寄による総合鐸優 O ム

慣司陶.，守 司..

、周波数翁 135KHz 13. 56MHz UHF(952閣 954KHz) 2. 400Hz 

霊童液送信雪形綴 怒磁誘導 言語磁誘導 霊童渡誘導 警護液誘導

遜億認書室 -30cm -60cm -400cm -20OCm 

遜億逮躍ま 3-5Kbps 20-3α<bps 40Kbps 30-40Kbps 

指向性 広い 蓄量i璽 書提い 童書い

水分影塁審 受付縫い 受付緩い 5'i!けやすい 受付やすい

金属影著書 受付襲撃い 受付滋い き塁けやすい 受付やすい

繋豚の著書麓による総合辞儀 O 。 ム × 

図7. ICタグの選択
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図10.豚トレシステムの取組み

[ 11.生産農家における履歴登録]

生産現場における履歴データの収集は，分娩記

録から子豚登録，処置記録，治療記録，移動記録，

飼料記録，死亡記録など，出荷までの肥育作業で

必要となる殆どの作業を ハンディ端末等の入力

装置を使用して記録が可能です。また，出荷後の

格付け情報をと畜場から農場ヘフィードパック

し，履歴情報に付加させることで，母豚から生ま

れた肥育蕗がどのような格付けに至ったかまでの

菌果関係の追跡が可能になります。(図 11)

All about SWINE No. 34 2009 

[12. と畜場での履歴登録]

と畜場での格付け情報の収集では，まず搬入さ

れた豚の固体識別番号をと畜の頗番に携帯端末装

置で読み取ります。と畜情報はと畜場で使用され

る識別番号(と畜番号やハンガ一番号など)ごと

に格付け情報やその他の必要な入力事項を記録し

ます。と畜順番号(と畜の}I慎番に並んだ個体識別

番号)と，と畜番号(と畜場での識別番号)を結

び付けることにより，番号が引き継がれ，僧体ご

との格付けデータが正確に記録されます。記録情

報は生産者側へフィードパックされ，最終的に豚

トレシステム内の肥育履歴情報と連携され管理さ

円
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図 11.生産農家における履歴登録

描付叶号-'¥1
{際議ヘヲィード/("II])

れます。(図 12)

[13.携帯端末の特徴]

入力端末は，携帯電話の操作性と良く似たテン

キーとカーソルで選択する方式を採用しました。

できる限り入力作業を軽減させるため，予め使用

する入力項目は， PC上でマスタ情報として事前

に作成することができます。これらのマスタ情報

は，起動時に PCより携帯端末へ自動的にダウン

ロードされ，作業者は片手でメニュ一項目を選択

するだけの簡単な操作で記録が行えます。また

ICタグの読み取り作業には，片手でトリガーボタ

ンを押すだけの簡単な方式を採用しています。メ

ニュー項自には，分娩記録，子豚登録，処置記録，

治療記録等があり，それぞれの項毘に用意された

サブメニュー画面から必要な内容を選択入力し記

録します。(図 13)

図12. と畜場(加工センター)での履歴登録
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袴徳
⑨簡単操作
⑧片手で読B手取り
⑧マスタ宗一11

EXCELは米銀M附“oftC"'porati""の製&名です

ま籍軍事電話ぬ操作性(テンキー+tJーソI/..)にぷる滋択方式
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起動誇マスタタウシロードにcl:る入力作草案0)軽減

図13.携潜端末の特徴
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図14. オペレーション機能 (WEB) と特徴

[14. オベレーション機能 (WEB) と特徴]

携帯端末で収集された各種データは，ネット

ワークを経由してサーバー上のデータベースへ蓄

積されます。これらのデータは，オペレーション

端末用のパソコンから羽屯B操作により照会や編

集が行えます。また，検索した各種結果情報をテ

キスト形式で出力する外部連携機能を使用し，他

の汎用ソフトとデータが連携できます。履歴管理

機能には，母豚情報照会にある繁殖成績，分娩記

録集計や肥育豚の照会・集計機能で提供されてい

る出荷情報，死亡情報，枝肉情報，処置情報等が

あり，母豚加や出生日別等の条件を指定した抽

出・参照が行えます。その他，システムの補助機

能として携帯端末へ登録する各種マスタ情報の作

成や編集など、の機能が備わっています。(留 14)

[15. オートソーティングシステム}

今回，ポークランドグループ様では，新たに
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ASSを活用した大群飼育手法を導入することにな

り，従来不可能であった正確な出荷時体重が豚ト

レシステムで収集可能になりました。豚の給餌場

と給水場を含む休憩場の関に ASSを設置し，日々

の行動(餌を食べ水を飲み休む)の中で自然に体

重を計測することが可能です。また，体重計の先

端に取り付けられたゲートを体重別閲値で左右に

開閉し振り分けることで，体重にあわせた適切な

給餌管理が行えます。その結巣，出荷体重のバラ

ツキが無くなり均一化されるとともに，的確な

フェーズフードにより，無駄な餌料が削減できま

す。この装置内部に， ICタグ読み取り用の回定式

アンテナを装着させ，体重の計測持に個体情報も

同時に読み取るよう新たに機能を追加しました。

-体笈C)1el'句つきを滋ゆさせる
・作鍵ぬ効率化、人件費ぬ劇緩

1. AトレZを与えずE事場計量

z寄自の仕分Iすとザイ耳にE喜しE給箆
3. 的理診ヲェ-~'7ィード
4 出 荷O1i!1均ぬ自動仕分け
5.IC9ゲ篠込による喜重体鐙J!lJ

図 15. オートソ…テイングシステム

更に収集された個体閣の体重情報は， ASSから臨

トレシステムヘデータ連携することで，個体別の

正確な出荷詩体重情報が得られるようになりまし

た。(図 15)

[16. ASSの ICタグ読み取り検証]

固定式アンテナを装着するにあたっては，読み

取り精度の確保が最も重要な課題でしたが，十分

な性能が得られるアンテナの選定や最適な取り付

け位霞の抽出，更に通過する豚のみが検出される

ための検討や調査を行いました。特に間定式アン

テナの選定と最適な設置位置(高さ，方向等)の

抽出では，試行錯誤と検証を何度も繰り返し行っ

た結巣，高い読み取り率の確保が可能になりまし

た。また， ASSから跡トレシステムへのデータ連

携では， OSBONE社の技術者と連携を密に取り，

データ形式や通信方式などについて十分な仕様検

討を行うことで実現化に至りました。(図 16)

[17闘システム連携]

3つの異なるシステム (ASS，肱トレシステム，

Pics)のデータ連携システムの実現化に向け，携

帯端末や ASSを通し記録・収集された情報が豚ト

ま捗様IDE肉容
1)最適毒事務取位鐙C)t車出
2)十分移性島暴力1得句ねる'j1:'"テナぬ選定

3)*-1¥-1/ード草eli霊ぬ緩践と対笈E霊C)検討

毘 16‘システム連携

F
H
U
 

1
i
 



レシステムに収集・蓄積された後，これらの情報

を更に上位システムである Picsに連携させる基

盤の構築を実現させました。具体的には，跡トレ

システムで得られた各種肥育情報の中からと畜

(格付け)情報と，新たにASSから得られた個体

別の最終体重データ(出荷データ)を組み合わせ，

出荷稽報として Picsにデータの連携を行いまし

た。これにより， Picsを活用し，繁殖成績や肥育

成績および出荷成績の管理・分析がより正確な情

報で行え，肉質向上に向けた肥育の改善や育種・

種豚の改良などに向けた様々な解析データとして

活用することが可能になります。(図 17)

[18. Pics連携の内容}

今回，連携した情報は，出荷情報とへい死情報

の2種類について行いました。このうち出荷情報

には，履歴J情報(肥育豚番号，母豚番号，出荷時

体重など)と格付け情報(と畜日，枝肉重量，等

図 17‘システム連携

くおあい寵B孝生産管理シ文字ゐ(Pics)

。‘出荷体3壁、 ι3審構草書(格付Iす)

勝トレーサピリティシ文字ゐ

|議終体護鏡籍|

図 18.Picsの遼携内容
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級，格付け理由など)が含まれ，へい死矯報には，

死亡日，肥育豚番号，母肱番号，生年月日，へい

死時体重，へい死理由等の情報が含まれていま

す。データの連携については汎用的で作成が簡単

なテキスト形式のファイルによる受け渡し方式を

採用しました。今自の連携取り組みで，複合シス

テムによる情報連携の基礎基盤が構築されました

が，今後，更なる連携項目を追加し，様々な情報

の活用に向け取り組む予定です。(図 18)

{おわりに]

今湿のシステム開発を通し，それぞれ固有のシ

ステムである ASSシステムと豚トレシステムと

生産管理システム Picsを上手く連携させること

で，大切な肥育情報の収集から活用までを一環し

て行える支援システムの基礎構築を行いました。

このシステムを活屈することで，より正確な肥育

情報や格付け情報が容易に収集・蓄積でき，これ

らの情報を解析・分析し，育種改良や母豚管理，

育撞価の改善に役立つと期待しています。実現化

に至るまでには，連携仕様の検討やASSに取り付

けるアンテナの選択，最適な取り付け位置の実証

検証など数多くの課題を解決すべく試行錯誤を繰

り返し進めてきました。ファームランドグループ

様を始め， ]Aグループ様，セキネ株)様やその他多

くの関係各位の皆様方の多大なご協力の元で実現

いたしましたことを，この場をお借りして熱く御

礼申し上げます。今後の挑戦といたしまして，可

搬式の簡易ゲートシステムの開発や Pics連携機

能の拡大，繁殖，肥育蕗情報の機能向上などを目

指したいと思います。そしてトータルな養豚業務

における生産管理システムの更なる充実化に向け

て取り組んで、まいります。
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